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新しい指定文化財の紹介～陸軍第七通信連隊一二八部隊　防空壕～
　斎宮の北野にある「陸軍第七通信連隊一二八部隊　防空壕」が、新たに町指定史跡となり、第
二次世界大戦の時に造られた遺構として、県内でも初めての文化財指定となりました。
　「陸軍第七通信連隊一二八部隊」は、昭和 17 年 12 月 15 日に部隊編成が完成し、斎宮の北野
に基地が設置されていましたが、終戦が近付く昭和 20 年 6 月 25 日に解散しています。指定さ
れた「防空壕」は、基地に付属して建設され、東 50mには、連隊本部が建設されていました。

　お車でお越しの際は、北野広場の駐車場をご利
用ください。防空壕は個人所有の畑内にあります
ので、気をつけてお入りください。内部は暗いで
すので、ライトをご持参ください。
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現在は畑の中にありますが、当時は林の中に
隠れるように造られていたそうで、屋根の上
にある盛土でカモフラージュしていました。

内部は廊下をはさ
んで２つの部屋が
あり、この部屋に
士官が隠れたよう
です。
壁などはコンク
リートにモルタル
を塗ってきれいに
仕上げています。

部屋の内部に爆風
除けの壁をつけた、
特殊な部屋があり、
この内側には、天
皇陛下の写真を避
難させたとされて
います。
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天皇陛下の写真を避難させたとされる棚跡

東側は現存していませんが、同
じ階段があり、平面は十字形で
あったようです。
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今に残る基地の区画
　左の写真は昭和 23 年に米軍が撮影したもので、建物の痕跡と基地の区画が見えます。右は現
在の地図で、基地の区画が今も残り、道路として使われていることがわかります。

防空壕は、航空写真からはわからな
いので、うまくカモフラージュされ
ていたようです。 基地の範囲は約 57ha で、甲子園球場約 15 個分

にもあたる広大なものでした。
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基地を統括する本部で、ここを中心に道路がＹ
の字に曲がっていました。


